
幼児教育における「見方や考え方」の整理イメージ（たたき台）
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各教科・領域等の特質に応じた「見方や考え方」

遊びや生活を通した総合的な指導

領域「表現」

領域「人間関係」

総合的な「見方や考え方」の育成

領域「環境」

領域「健康」

領域「言葉」

※幼児教育の特質に応じた総合的な「見方や考え方」は、体験的理解や言葉などを基盤として育まれる。

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 ３ ０ 日
教育課程部会幼児教育部会

資料５

健康で安全な生活をつくり出す視
点から捉え、いろいろな状況に思
い巡らせ、心や体を働かせること。

自立心を育て、人と関わる
視点から捉え、他の人々と
親しみ、思いを巡らせ支え
あって生活すること。

豊かな感性や表現する力を

養い、創造性を豊かにする
視点から捉え、感じたことや
考えたことなどを表現するこ
と。

言葉に対する感
覚や言葉で表現

する視点から捉え、
経験したこと

や考えたことなど
を自分なりの

言葉で表現するこ
と。

周囲の環境に
好奇心や探究
心を持って関わ
り、生活に取り
入れていこうと
する視点から

捉え、考えたり
扱ったりするこ
と。

幼児期においては子供の発達の特性を踏まえ、身の回りの様々な事象を各領域の観点から個別的に捉えるのではなく、
各領域の視点を併せ持つ、総合的な見方や考え方で事象を捉えることを目指している。便宜的に各領域の見方や考え方
を示すと以下のとおりとなる。


